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照葉樹林文化論の背景とその展開 (1)

1.問題の所在

「ある民族 Volkの聞に、そのせまい郷t-.の地

域の限界を越えて、人間が活動している舞台につ

いての一般的な性格を学び、かっその本質をとら

えようとする要望が純粋の知識欲からわきあがる

とき、それは高い精神的高揚のしるしであるとみ

なしてさしっかえない。」とは、 vonRichthofen， 

F.F.が、今から約100年ほと‘liijにあたる1883年

に、Leipzig大学地理学教授として就任するとき

に行なった就任講演の目以の一節である 1)ここ

で述べられている名 riは、とりわけ、 -1"i~γ芋徒、
研究者に対する地理学研究の指針とでもいうべき

ものであるO 本稿で以卜]こ論を1M閲する日立葉樹林

文化論と称されている作業似ii~~ (working hy-

pothesis) も、対象こそ異なれ、 b îJ様の I~.:j ~ ) W till 

的高揚の賜物であり、新たなる学問的地、vをUiく
ものといえよう O すなわち、 !1dliE樹林文化I論とH子

ばれている文化論は、わが [r~lb1il1-fのJitJr'i 文化
(Basic Culture)をJ5・察する場介、 lつのイf)Jな
子段とみなされるのであるO

とはいうものの、前述の如く、現段|析では、あ

くまで非常に魅力ある作業似f泊としての段附に間

まっている恨みがある O その[111111のzr'}1は、かつ
て I言及わしたように、 H~(mfM林，iiJP の 11 1 心 ì'115:l)にお
いて、最近は;tir:改持されつつあるが、，i，*，1I1なフィー

ルドサーヴェイがほとんどなされてこなかった*.'i
県である、と推定できる~)これは、 11I心i'1l)に1該
当する地l或が、ブータンなどのように 11J: I!1:~l引 1~[iÄ

態になったり、あるいは1[IJ，!，'f人民共和11kJのように、

外国人の\'(ち人りがü;WIJ として祭Il~されている、

いわゆる「よ開放地以Jであったりしているから

である O すなわち、これらの地域では、フィール

ドサーヴェイが実質[".不IIJ能であるか、実施した

としても桁々の制約があるという特殊な‘Htl'iと深

く関連しているo ~~i 2 }¥Iょとして指摘できるのはwt
葉樹林文化命のぷ本概念、1I休が、lI!jll'dとともに微

妙に変化しているという 'jUミであるO それl枚、)lな

葉樹林文化論の全体像の1~~1Wが非常に|本|嫌になっ
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ている O

本稿では、第 1の問題点すなわち照葉樹林併の

11I心部におけるフィールドサーヴェイに関する点

は、今後の調在の成果を期待することにし、第2

)~f:\lすなわち!照葉樹林文化論の某本概念、の時間的な

推移に的をしぼり、論を展開していくことにするO

その場介、より鮮明に照葉樹林文化論を把握する

ために、とくにJKt葉樹林文化論が形成された背景

に注[I した ~)o かような作業を踏まえることによ

り、わが[t~[ のぷ!同文化解明のÚ)Jな手段の l つに

なりうることを、 lリ]らかにしようとするものであ

るO

2. 照葉樹林文化論成立の背景

J!\t~~樹林文化論は、後市で詳細に論じることに

なるが、結}，uのところ、わが|手11司有の基盤あるい

は似氏となっている足!凶文化の多くが、いわゆる

!町民樹林，ii?に発作した農耕文イヒ5)(farmingculture) 

と共通の以椴をイjしているとみなす点で、あるO す

なわち、例えば、茶のsをJJIJT.して飲川する宵慣、
モチを食べる凪門、麹を使JIJした允酵:洲の醸造な

どに代ぶされる、 wt~樹林，Ji;; に!点、止した独 n の農

耕文化にイ、I随した文化要点は、 JKt~樹林市の 11 1心

i'ji5から、はるか法)jの州以の離jh;の1¥'/i('1する 1I本

ダIJ，I;~I)LÎ ì''il) に 1i1~ してきたものであるという作業{反

I31であるO

この似I泊でとくに注11されるのは、まず第 lに、

)l{t葉樹林，!;;;にI，'i[イjの民耕丈化 より厳街には農

耕文化惚fYの形態をとるのであるが-ーが確1認で

きることである O つまり、かような制}\L~~ は、文;イヒ

のJ1t本的かっ経済[ドJJ1t椛とでも祢すべき良耕、お

よびそれをJlt{~にして成。;した民耕文化は、 Ilt界

の作地域において汗イ内に允作したものではなく

て、 M初jに特定の允作の1[1心地が作イ1:し、その後、

何らかの}jiよーで、仙のI消一地域にらJ吊したと定!定す

る¥'r切であるozr'} 2としては、とりわけわが川の
J1tJc')文化との|対i!.liにおいてであるが、後代の11本

文化の形成には JI:"'，;;~'に強 )J な衝撃 (impact) を
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1j・えた説であるとみなされることである O

前占に関しては、照葉樹林文化論の第 1提唱者

である中尾佐lJjJが、 Murdock.G. P .6)とならんで

影響をもっとも強く受けたと推定される、アメリ

カの著名な文化地理学者 Sauer，C. 0.7)をとりあ

げ、論じていくことにする。後者については、第

2次Jlt界大戦後における 11本民族文化の起源をめ

ぐる諸問題の端緒を切り払~¥たともいえる、民族

学お|崎l正雄の L仮する I11本文化の)j(礎構造」を

とりあげる 8)というのは、|司正雄の学説の特色

が、実証的分析を主体にしたものではないけれど

も、初めに11日論的なフレームワークをI没定し、そ

れを似拠にしつつ、 H本の民族文化を周辺の諸民

放のそれと比Ili交し、そこに主として年代的な関係

を允見し、わが[I~I における椅族文化の型屑関係を

1111 11¥しようとする点(こ求められるからである O す

なわち、!町民樹林文化論も、 JKi葉樹林地Ji?という

地域設定をし、そこに成。;した文化が種々の段階

を粁:111して 後述のように、それは農耕方法の

発以に対応するものであるが 、11本の基層文

化の形成に大変寄与するものであるとみなしてい

る'W夫から、|川JIF.雄の;よ併とは非常に関係が深い

ものといわざるをえない。それ故、!町葉樹林文化

ぬに|刻する~:r} 1 促III\fí'である 111J己佐WJ には~-;放し

ていない9)が、 j走行の代忘れとして、 |ド附J判!'d1正|正:却却雄tのρ

Iぷ詰泊tをとりあげることにする O

1) Sauer，C.O.の「民業起源論」

lìíjJJiで、論じたように、 HH~樹林文化論の第 11M

11111 {';'はrjl尼{Jr:WJで、ある。すなわちIIIJ己は、 Hな葉樹

林文化論の生態学的以幣になっている!町民樹林，li?

という概念をJ:.似した。そして、かかる概念を処!

注する際に、{YljえばJ!役立"樹林文化論の端末行とでも

いうべき論文 1Iいにおいても、 Sauer，C. O. の11日

える[民業起ìiJ;L~命」に多くのf!I!論|下JfH拠を依存し

たのである O さらに、その後のJ!H葉樹林文化論の

以/JU に|対しては、佐々木1":J 1リ!の研究~f.llíll) をは逃

すことができな~ ¥ 0 しかし、佐々木は、 Sauer唱C

O. とほほ'1Iijじ!、'/IIIJ分野を 1与攻する研究(iーであり、

それJ氏、佐々木の J-Jjiの似拠にも、 Sauer，C. 0 

の J~}~特が)I:'i;~'(こAであると推定できる。

Seluel¥C， O.は、そωIi:，'::において「地JIIl'γ:行
の取り倣う 'H州というものは、絶えず、 1~1)1!なく

変化しつづけているものである O またそれらの'H
州は、れっきとしたIIHIIIがあって、どこにでも起

こるというものではなく、どこかある一定の場所、

すなわちある条件をそなえた現実的な場所に起こ

るものである。われわれの取り扱う事象は、概念

的に考えられる一定の型にしたがって、規則的に

周期的に継起するものではけっしてない。J12)と論

じ、自身の基本的な立場を表明している O13)すな

わち、 Sauer，C. O. の見解の絞心は、引用文の

後半にみられるように、地理!-'{:が対象とする事象

は、一定の型に従って、規則的あるいは周期的に

継起するものではないと主張している点である O

かカか〉るι}点1
学者の「虫r論の中心概念であつたd佐企行両再a起 (ωpa訂ra叫11凶e1 l 
recurrence)の立t場必14)一一当時それが「進化論者

的」と称されていたのであるが に反対するこ

とを志志~I昧床したO つまり、 Sauer，C. O. は、進化

のプロセスにおいて、いつかは以前の状態に丙度

戻ったり、あるいはくり返し|斗じ事象が起こるの

ではなくて、実際に「進化」というものは、不断

の変化と分化にとってのみ行なわれるものである

と唱え、「進化」の累積的分化(accum la ting 

divergences)を主娠したのである 15)

かような丘場から、 Sauer，C. O.は、農業があ

る限定された特定の地域に発祥し、そこからI!t界

各地に{心情していったとみなすのである。そして、

特定の地域が選定される条件として、次のfji11が

足礎的liii促になるとした。 lfi)

① 民業は、快適に余"肢をもって生活している

人々のII¥Jから開始された。

② !21むの起源地は、多積多岐の動刷物がJ11}{t
IIJ能な地域である。

③ J};l ;tの起似i由の1'1然地JIHγ:的条件としては、

丘陵および山地地域が最適である。

④ 民業は最初森林地域よりIJ日かれた。

⑤ 民業のnHT.fi{';'は、森林に)11;れする人々の朱-
[，1'1であった。

⑥ }民業を品初jに始めた人々 は、;人i:H.'I:，爪Ji'で

あった。

すなわち、 L.iAのJs11-1の①の条{l，に附しては、
ff[{物の改良は、人組のためにより役ウ;つように人

為淘汰される必叫があるが、それを実行できるの

は、立JLWI1 におびえるような小川をしている ~1 ，1'l で

は小川能であるとみなしたのであるO ②の条fI:で

ぶしたように、多Hi多械の動Nf物が作イLしている

地域は、外相の実験を夫施するのに材料が!:!!山で
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第 1図 Sauer， c. o.の農業の起源
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あることなどから、好都合であるo さらに、これ

らの地域は、地形・地質・気候条件などにおいて

も、多様性をもつことが要求されるO その最適の

場所が、③の条件で示された丘陵および山地地域

であると推定したのであるO というのは、一般に

4大文明発祥地などと称されている、大河川の流

域を主体とした平坦地において、農耕の初期の段

階では、長期間にわたり洪水に見舞われるため、

堤防・排水・濯概などの諸設備が必要とされるが、

それらを構築する土木技術が充分でなかったため、

当時では農業の開始は困難であろうと類推するの

であるO ④の条件については、初期の農耕民は、

この点も技術上の理由からなのであるが、草原な

どの芝土を掘り起こしたり、生長の旺盛な旬根の

ある草を根絶することは不可能であった。しかし、

森林地帯であれば、火を放ち、そのことによって
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樹木を枯死させ、栽Iff のよ払 l iJí' を獲~することがで

きた。そして、彼らの!日Hi:地は、⑤の条件でぷさ
れたように、栽I庁地に近い森林，!日が選ばれた。な

お、森林部には、 j けj刀ク欠4 なとど、の止式t~出詰で動物などを捕

獲する狩1猟}丹尚1託u民1えミカがt斗叫Jri川I
は、弓矢の先に使JlJしたり、捕獲した動物の皮・

肉を目IJく石製の越n-あるいはメjが'11心であった。
それ故、耕地を抗liり起こしたりする作業には、こ

れらの道具は役¥'1.t.こなかった。かかるFP:r11から、
狩猟民が農耕に従事する 11J能性は非常に少なく、

初期の農耕民は狩猟民とは見なった森林居住民で、

耕作するのに適した斧の使川.{i'であったと推定し

ている。さらに、農業は作物の栽情が}ミ作業なの

であるが、⑥の条fI:で、IJ¥されているように、栽培

地の周辺に定住することがもっとも望ましい住居

形態となる。すなわち、民業では、収穫期までの

長期間継続的に農作物をjtt，l1iする必要が生じるか

らであるO この点からも、獲物を求めて森林信を

移動する狩猟民とはあい人れない性格のものとい

える O

以上のような農業の起源に|刻する基礎的な前提

条件を充分にirMjJriする地域を、 Sauer，C. O.は、

農業の発祥地と忽iLしたのであるO そして、かか

る地域として、 IIIJltWの場介、 Hな葉樹林地帯の中
心部とほぼ車悔するよねi半jアジアを主仮することに

なる(第 1[文])17)。

かかるFHr11として、 Sauer.C. O.は、例えばモ

ンスーンや、漁業の操業がIIJ能なJ.K域のイげI:など
に代表される、 121長の1出品目のぷ礎的必須条件であ
る自然環境および、!1:_物環境の夫u:をあげている O
さらに、京市アジアは、 J.K"_あるいは|時卜，の交通

的位円からいっても、 H 川I[ド附|片TL舛\ヰ14lのほぽ I小|ド1)心c.心~\、 t部;R市部1司邪H市i に J該亥亥
aべ叶、刈叶I可i 

しているという不IJ}ιl人点、

の優{位立性としては、漁業出来文;イヒ (fishing--farrn

ing culture) の興|略のためにすぐれた条件を只

備していると、 Saucr，C. O.は L仮する
18)つま

り、京市アジアが出来.の允作地とみなされる主要

l刈は、漁業の発出をfTむ".述の必須条nを備えて
いる他に、家者fドj動物の允川

19)
、栄養繁舶 (vege

tative reproduction) にJ1tづく j実情技術、
20)お

よびM物の改良の111心地であることによっているO

次に、これらの允作地から!町民樹林併に所属し

ている草l判、 11本ダIJ品川市への{心情を考えてみよ

うo Sauer， C. O.は、稲、竹、バナナ、タロイモ、

ヤムイモ、制jなどは、~かjiJ:也である *1宇j アジアか

ら非常に rl，・いH寺代に伝捕されたものであると推定

する O その{云橋コースとしては、第 1[刈にみられ

るように、長nを横断し、介主11j経山市九州に至っ
たと考えられる O なお、豚・ニワトリなどの家畜

動物の場合、日本ダ11，~.Jをさらに北進し、より北方

に伝播していったとみなしているO

以['，のSauer，C.O.の*'十jアジア農業起源論で

とくに注円される他の点としては、まず第 1図に

図示されているように、農業の発梓地と想定され

ている束南アジアから、マレ一半島経H1、ジャワ

烏・スマトラ島を通って、ボルネオ品・フィリピ

ン諸島にまで延びる南方ルートの存庄であるO か

かるコースに関しては、!照葉樹林文化論との関連

では、後章で論じる照葉樹林文化の 11村方展開型」
とほぼ類似しており、(t[-iに値する。第2点とし

ては、発祥地から、インド、rmitJ北部を横断して、
アラビア海にそってI)Lj進する [JLj)jルートの存在で

ある。このコースの最終地点は、中尾佐助の提唱

するサパナ農耕文化の発祥地とほぼ等しい。しか

し、中尾説では、 Sauer，C. O.の怨定する両方ルー

トとは逆に、サバナ農耕文化の発祥地の}jから東

h!こ向かつて、 Sauer，C.O.のいう東南アジアの

方に伝播コースが強調されている。このように、

両者はまったく }j向が逆の伝播コースを想定して

いるのであるが、かかる点に関しては、アフリカ

大陸に農耕の起源地の存1'1:をI沼めるか荷かの|問題

とも深く関連し、 Sauer，C. O.とqlJ己佐助の対立

は非常に興味深い。
21) 

2 )岡正雄の 111本文化の以礎構造」

現イl~ 、 U 本文化は、雑椅文化であるとか混合文

化であるとかいわれ、間々のf工場から議論されて

いる O これらの立J:b1に共通する I認識は、極東の離

島に位目する 11本ダIj!;与には、アジア大陪を筆頭に

周辺諸地域から伝情してきた外相の文化が明再し、

累積しあって r1本|市l行の文化を形成したとみる観

点である O すなわち、刊f4し、以砧しあった文化

国
22)がわが[I~l のJitJrl~文化の )ltJr立となっているとみ
なすのである O

かかる凡併をもっ代去的な{iJf'先名が|礼lド.雄であ

る。|刊は、その論文の日以において、次のように

論じている O すなわち、 11 )本文化は、いわゆる

同有文化を某椴として、これに11I同文化、仏教文

化、欧米文化が累積し、泌交し、あるいは[ri1N併

「
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存して形成された、 1つの混合、累積的構造の文

化であること、またさらに、固有文化といわれる

ものが、すでにいくつかの異質・異系の種族的文

化から成立した多元的文化構造としてとらえられ

るであろう。}3)と指摘したのである O それでは、
どのような種族文化から、日本の固有文化が形成

されたのであろうか。その点を解明する手段とし

て、まず民俗といわれる生活文化、古典として残っ

ている伝承や記録を分析することで、いくつかの

生活文化の複合というものを探し求めるo そして、

かかる作業後、いくつかの類型を定立したり、再

構成したりする。一方それと同時に、比較民族学

的な知識・情報を手がかりとして、日本文化を分

析し、現在では一見したところ相互関連が認めら

れない種々の文化要素を複合することで、類型を

発見し、再構成を試みることを行なう 024)

とはいうものの、日本文化を構成したと考えら

れる種族文化複合は、日本周辺に居住する諸種族・

民族との長期間にわたる接触・混合のプロセスに

おいて、各々の種族あるいは民族としての文化的

統一性が解体し、それらの文化要素の若干は、衰

退・変貌などを遂げてしまい、すでに本来の姿を

消失してしまっているO したがって、現段階とす

れば、種族文化にとって重要な要素であると考え

られる文化要素が少しでも存在すれば、それらを

ある種族文化のかつての存在を語るメルクマール

として重視しようとする立場をとる。25)

第 1表 岡正雄による日本文化の基礎構造

以上論じたような作業プロセス一一つまり民俗

学=民族学的方法と、先史学的方法を併用するこ
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な L阪の根拠として、京市アジアからオセニアに

かけて、イモ*文明は稲の栽IJTに先行しているとい

う一般的結果と、タロイモの 1trrrであるサトイモ
がわがIkJの宗教行'H・年中行事などにおいて必須

かっiT!:安視されている事実は、出掛儀礼がr1iぃf1t

要なj来日作物にHI組し、新しく導入されたものに
は伴わないという傾向と合致していることなどを

あげ、ている。また、ここでいう秘密結社 CSecret

Society) とは、児燥な似日11仮装者たちが、制先・

祖霊として集結などに山現するものである。この

種のものとIri]肢の似1(II似装複介は、沖縄県の新年

祭り・往祭り・ワラビ然り・海村11祭りなどにみら

れるものと本質的には一致していると指摘してい

るO このように、わがIkJの地Jjに残作している門

的・風俗などには介致点が認められる O しかしな

がら、現実に、起ル!~U也であるメラネシアからメラ

ネシア人がIn接に渡米したとはJ5aえにくく、まず
アジア大陪の海j ド(i;I~ に拠点29) をっくり、そこから
誕生するルートの lっとして、 I1本列島に流入し

たと推辻'している O

②の開放文化綾子?では、農業の起源に関する通

説を行Jiすることからliibを展開した。すなわち

「一般的にC)って、 12耕文化が大M川の流域に発
牛.したという従米のl泊は修正されなければならず、

河川の心温を統;Ii!]・ ~-í; f' Hする技術と組織の発注な

くしては、 M川の流域の判l，fli地に定住し良耕に従

宇することは不 IIJ能で、むしろ[史料t-文化は!、~~アジ

アの符川、 M川からあまり遠くない1I1地丘陵-の斜

l面の焼~1I1耕作に発すると身えるのが日然であろ

う J~()) と論じ、出来の起源が{民地の J.K稲栽Iff地域

から IJ~H治されたという通説に疑川を 51 したのであ

る O かような ItYd の \J-.t~命は、 lìíj .fÚで tÎ命じたSaucr ，C 

o.が111¥える出来の起似:論とほとんど111J内科の見
解であり、大変興味が持たれるc そして、とくに

わが[klの場介、 111地の傾斜地において、純文文化

の i4i-跡や II'H1~跡が数多くIi¥ Lしているが、そのqr

でも、純文11与代 11 1 ・ ~l~Jの ili跡を巾純に狩猟以の

ものであると結論づけるのは疑II¥JであるとするO

すなわち、これらのli!iWJの辿跡はむしろ、幅制11耕

作以によって形成されたとするのが変叶ではない

か、とノJ~I唆する O このように、川は、この柿版文

化佳作によって、 b同11耕作が 11本列):，1に導人され、

さらに L として|時稲がi対日されたことを強tVt~l する

のである O

かような生業形態を特色とする種族文化複合は、

例えば、オオゲツヒメやウケモチノカミの民体化

!i-:ネI11話、アマテラス、ツクヨミ、スサノオの3きょ

うだL斗中の存紅、および末弟であるスサノオの暴

h-'こよって惹起するfJ蝕神話31)などに代ぷされる

わが国と同型の fl~11市が、南rt1 [ f~lから東南アジア山

地lこ1r'i住する少数民族、例えばミャオ族地，貯など
に分布していることを指摘し、 (2)段階の梧族文化

複介の伝播コースが南方からもたらされたもので

あるという有力な論拠の 1っと考えている。なお

その他には、第 l去以外、太陽k神アマテラスの
崇拝、司祭女tljの存イEなどもかかる種族文化複合
の要素としてあげている。

③の種族文化複合は、これまでの(1)・ (2)が南方

から伝播されたのに対して、北ノjから r1本列島に

流入してきた稀版文化複合である。岡lE雄は、こ

の桶族文化複代を lつの独立した種族文化陵介と

してt!}構成するのは困難であるとしながらも、弥

生時代初期に、 r1 rl til東北地方、朝鮮半島を経山し

て、ツングース系に属する、ある種族が伝米して

きたのではなし 1かと推定するo ，Ij:_業形態としては、

アワ、キビなどの雑穀を焼畑iで裁培する一応、狩

猟あるいは制告などにも従事していたとしている。

また、この種族文化後合は、{ぷ幡先の朝鮮、j':島南

部や11本ダ!J白州部において、急速に稲作の裁培技

術を受容したものとみなしている O さらに、アル

タイjifi系のijlifiをid初jに11イザIj品に将来したのも、

この荷放であると推察する。その証拠として、わ

が 11~1 において、ウカラ・ヤカラ・ハラカうなどの

ハラあるいはカラという I況は、ツングースiifjを百

す和族tr¥Jにおいては、外嬬的父系IliJ放集IJIをハラ

(X九l乱)と称していることに111米し、そのことは

父系的系譜13I識の強さをぶしているとするO なお、

この柿版文化俊介にみられる示教的特色としては、

カミがXI-_から、 1111-_、枯ifi'i、れなどにli剤取する

という λ~fIHj-仰や、 Jヒ )jアジア的なシャーマニズ

ムなどの存{fがあげ、られる O

④段階の開放文化陵介は、 rJ5J;11:_文化を桃j点する

ITí:~な桁族文化俊介で、弥生時代のわが1klにみら

れる|判心的要素の大部分をもたらしたと推定するの

その特色は、技術的に進歩した J.K稲 A;~.tt~ を行なう

とと七に、 jれ沿{什}j叩;ドl.沼‘託漁百出u防防;にも従'jド4しているj人以、JiI

かカか、る0}点I

た 11川|ハ11ド刊11:宇'J-界\平T4{ における f民i~~業ミの起ル似似~U地由としての 1点i収[1'け仲山十十判?ト牛:j アジ

門

iつ臼
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アの場合と非常に類似しており、大変興味深い指

摘といえるO 社会組織としては、主として現在の

関東地)jから西1朝日本まで、の漁村を刊本に顕著に

みられる年齢階梯制が、この柿:版文化複介ではI~Iîl 

釘の形態とみなされているO そして、この年齢階

梯制に代去される社会は、 「すぐれて、見性的な

社会であった。親族組織としては、父系[ドjではあ

るが、母・妻方の姻戚の地位が尚く、多少の双系

的傾向さえも示し、社会構造における構成原埋な

いし[--ド秩序原理として、 w蹴・世代lメ:分原理が
支配的である口村内婚が一般的で、村内における

家格の 1--下意識はあまり強くない。i2)という特徴
を有していた。さらに、わが|司における稲米にま

つわる示教観念や儀礼の大部分も、この樟族文化

複合によって、 H本列島に伝描されたものであっ

た。つまり、以上のような種々の特色をもっ種版

文化複合は、すべてオーストロアジア系の文化複

合に由来するものとみなすのである。

さらに、岡正雄は、この種放文化複合が、中Il~J

の江南地)jから紀元前4・5tIt紀頃日本列島に流

入したのではないかと時代を特定しているO そし

て、かような理山として、空l引lSは江南地}jを支配
していた見・越jJti同が漢民族の|判下lこ{、|そって滅亡

するという時期に相、守するので、その動揺・混乱

の影響を受けた結果であろうと推定しているO す

なわち、このような中国大限における動揺・混乱

が、いわば玉突き状態のように、 [1本を合む周辺

地域に波及し、それが、日イザ11.1日では、弥生式文
化のi判}j的要素となってその後の日本の広属文化

の形成に大きな影響を与えていると考えるのであ

る O しかしながら、かかる)，I_~!こ|却しては、同学説

が発去された時代の)]古学的JJ<準からいえば、あ

るいは1mBH難題をふっかけることになるかもしれ
ないが、紀元前4・5世紀が弥/七時代の文化を構

成する南安な時~JJであろうか。つまり現段階では、

紀元4・5世紀といえば、縄文H年代木WJ(1晩期j)

に比定するのが a般的であるO それ1I夜、この種朕

文化陵介を典型的な弥生時代の文化複r?とみるの
は、再巧する必要があるように感じられる O その

ような怠味から、むしろ②と④の種放火化複合は、

起源地および種族がほぼ等しいことなどから、 11与

系列j的に辿続しているとみなした}jが、より妥、li

性をもつものではなし、かと推察できる O

⑤の椅版文化復作は、③とIliJ帳、北)jから日本

列島に伝来したものであるO この種放文化複{??の

核心は、 「日本列島に文配布王侯文化と住l家的支;

配体制をもちこんだ天皇氏族を中心とする種肢の

文化である。
J33)という論旨からもlリ:11催なように、

これまでの段階においては、 u本列!;bに流入した
種族文化複合が特注できなかったのに対して、は

じめて天皇一族と明らかに断定したことである O

また、この種族文化複合は、例えば、氏族ないし

梧肢が 5 つに医If~li される Ji_組織、 王朝日刷、鍛治職

集同に代表される職業集|ナ!などの独特の社会構造、

父系的祖先崇拝、職業的なシャーマニズムなどを

主体とする宗教形態によって特徴づけられるとす

るO そして、これらの種族文化複合は、あらゆる

点において、本質的には騎馬遊牧民族3~
)の文化的

性格と一致すると述べている。しかし、この種族

は、本質的には[~述したように、騎馬遊牧民的な

支配者的・王朝j的・軍隊的な性格を顕著にもって

いるが、日本列島に流入した叶時はこれらの本質

的な特色はうすれていたと考えられるO なお、同

様の樟族的構造を釘する国家としては、朝鮮半島

に形成された扶余・，'ijj麗などの諸国があげられて

いる O

このように、 5段階に想定される楯族文化複合

が、わが国の文化の基礎構造の構成に間接あるい

は直接に何らかの形式で参加したとみるわけであ

るO つまり具体的にいえば、日本|出11iの基層文化

は、|甘 '~J困、 n作j地方、インドネシア )j由iなどの

|判Jjから渡来した、数派にわたる農耕文化によっ

て培われた基盤の上に、北ノjから騎馬遊牧民族的

な'1ft栴をもっ支配者文化が被覆して形成された、

一賄の混合文化であるとみなしてよいと与えられ

るO

以 Lのようにiii命を展開する同IE雄のγ:説の故大
の特色は、まずFH論的なフレームワークを設定し、

これを子がかりとして、 fI本を'f-!心lこHil辺地域を

合む地域間の'rj刊にf内な上・ド関係を発見すること

にu肢を置く。そして、そのような則論的作業を
終了した後、わがU~Jの軒i版文化複作の ITI!再関係を

求めるというものであろうと推察できる。

しかしながら、このように壮大な論開的展開を

示す|判学説は、かなり多くの仮説の 1-.1こ成立して

いる点も事実である。この点lこ関して、多くの研

究T守が和々の立場
35)
より論じているが、本稿のJ:.

題である照葉樹林文化論との関連では、佐々木，'，IJ
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lリ!の允，が11¥'rつ。 K々木1";J1リ!は、 I，Yd 1ドー組;のウ:

t討を大筋においてはIf.<，i，-t!， したうえで、 ItGjの促111¥す

る①・②段階の開朕文化が、本叶にk系的社会で
あったか百か。また(1)の開政文化複合が、縄文!lty

代1[1期にイモA&ttiを実施していたかどうか。この

}\J\~ に関しては、次の②段階の椅族文化複作JOj に、

|堵稲が実際に日本ダ1].1;，) (こ導入され栽抗されたかな

どの問題との関連とともに、大いに疑問を抱いて

いる C しかし、このような川題点は残るものの、

同IE雄の主張する①・②および④の種族文化複介

は、日誌葉樹林文化論すなわち 1I本の基層文化にお

ける南方要素:mの解lリ!には、少なからぬ影響をう

えているといえよう O

3. 照葉樹林文化論の萌芽と展開

1 )萌jf

① 照葉樹林市

前IJ'iで述べたような背;;2で、 l照葉樹林文化論が

形成されることになったわけである O 最初に、 Wt

葉樹林文化論を論ずるliiiに、照葉樹林文化論のr}iT

促とでも称すべき iJ町民樹林引」という生態学的

概念が、どのように!没lとされたかを検討していこ

つO

JlなAfM林Ji;;という IJ:.態乍(内川話を学問的にはじ
めて促H目したのは，lrbJ:龍夫である 38)占uは、学
生時代からI:t![I~*北地)j北 IJLî部に位置する、大興

支出探検など、J:.として*アジア件地の探検やフィー

ルドサーヴェイを'だ胞してきたっそして、そこか

ら得られた白山な羽地休験を)Il幣にして、かかる

概念を形成したのであった。川しかしながら、 IIj

以にとっては、Jl(~ ~色村J林J11: というある特山地域に

割れる気候IX:をl没ii:することが最終日的ではなく、

新しい凪堆によってwwの礼11長IX:をi没}，とすること
を11肢とした HJ)すなわち、 IlrbJ:龍犬は、!ulfiflな

ドイツの気候ツ:-!i-1く;;ppen，¥V. が~-案した、 M

物分布を1-:(.木とするwwの気11え1><:分-11lをi;'F1IlIiするO
しかし、 K;;ppen.¥V. は、ヨーロッパ人のl出で、M

'L (vegetation)を制察しているため、彼が)1]'楽

したえdI式システムでは、対lfil，やw:，判アジアにおい

て夫際の柏/七分イIJと ー致していないという刻象が

多くみられた。とくにk.B'ilJ交hkiを探検していると、

これまで矢11らなかったタイプの柏/主ヰ切可1¥現して、

K川lpen，V/. のえu民Ix:分ではlljitできないと'た!a<;
した門そこで、 Ilijじくγソド隊はとして保険隊に参

jjl1 していた川記~[ 11 日I~ などと共に、!!J~界の気候 lベ

を作成することにしたのであった。

K;;ppen，W. の気候区分の基本は、福!支と!乾制

度の 2要素から気候rx_を決定しようとするもので

あった。しかしながら、制度に関するこれらの数

値は、 '-1:.物とは関係なしに物flfI的に測定された数

値で、あったため、 '1:_物が感じているような形式で、
数1lWが出せないという欠点を有・していた。 K;;ppe-

n，W.は、例えば、熱，!;?などの暑い地jjに'!:.iIす

る植物が寒冷地方への分布を制限されているのは、

冬季の寒さによるものとみなした。一方、寒冷地

ん.によ主育する梢物は、定さに対しては充分に適応

能力が備わっているので、その分布を制限される

のは、夏季の暑さによるとJ5-えた。そこで、北、r
球では、熱吊の北|恨は冬季の寒さによって決定す

ることにした。しかし、針葉樹林帯の市限に|均し

ては、夏季の最高制度によって、決定するなど、特々

の地域・地域での最適の温度条件を探し、それに

よって温度帯を区分するという方針をとった。そ

れ故、全体としての基準システムがなくなるとい

う欠点がみられた。かような理由から、その点を

改良したのが川喜!IIJII~であった。川喜fU は、地

域ごとに異なる以市で温度以:分するという従米の

)j法を排除して、話Il，!日以北では植生分布が致し、

かっ各温度fil;の農業'1:.陀 jJ に比例する積算温度~2)

にバヨ!した。このように修正された川貞HIの作成

になる、温度に対するシステムを、 JJ良は次のよ
うに不IJJ日した。つまり、 JKl葉樹林の分布が夏季の

積算制度ではなく冬季の定さに決定されることか

ら、日本のnな葉樹林川と終J%HM林4?との境wを椛
ii:するi易合、冬季の本さと夏季の暑さを分離して

処flHするという、 1--述の川存川のシステムを採11j

したのである。

~ )j、乾花JJ支に|刻しては、 Ke;ppen，W.などに
代友される一般的人代f~ としては、蒸発i註が支1 1\で、

昨!とI~j 国:がめ〈人であるので、 Ilf l]:fi'の比をとってぷす

心社;が使われていた。すなわち、具体的には、蒸

発の大小は、約90パーセン卜までが温度によって

決定されるので、日IJ¥.J立と|降水量の比を採川するこ

とで決定された。ところが、かかる乾制度のイン

デックスをとると、{!jIJえば11iJ ir:度に1，000ミリの

降 I~I~がある地Jjで、も、 J:.として暑い反苧に1:14が集

I¥Jするより、冬季に集I11する切合のノjがぷ発lifが
少なくてすむので、 Idlj地ノjで、は児なる気候;;t制が
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p.63の原図を一部修正し作成。

出現することになるO そこで、乾湿度を年単位で

はなく月単位で求め、それに12カ月に積分する方

法を採用した043) このような作業を加えて完成し

たのが第2図に示されている区分図である O 第2

図によれば、温度気候帯は高緯度地方から赤道に

向って極寒・寒帯など合計7つのゾーンに区.分さ

れるO また乾湿度気候帯は、過乾燥など合計5つ

のゾーンに分類できるO これらのゾーンを日本列

島に適応してみると、北海道の中部以北の針葉樹

林帯が亜寒帯、南部から東北、中部地方の高地ま
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での落葉広葉樹林帯44)が冷温帯、関東以南が照葉

樹林帯で暖温帯、そして、 トカラ列島以南が亜熱

帯に所属することになるO つまり、本州島だけみ

れば、落葉広葉樹林帯と照葉樹林帯に 2分するこ

とが可能になるのであるO

② 中尾佐助の「農業起源論」

主として吉良龍夫の設定した照葉樹林帯に、独

自の農耕文化の存在を認め、それを「照葉樹林文

化」と唱えたのは中尾佐助である。中尾も、当初

吉良と同様に照葉樹林文化のみを設定したのでは
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なかった。すなわち中尾は、前述したSauer，C 

o.などの外国の研究者に学問的刺激を受けて、
世界の農耕の発祥地を論究する作業を開始した。

そして、その作業を通じて、わが国の基層文化に

多大の影響を与えたものと想定できる、照葉樹林

文化という概念を提唱したのであった。それでは、

どのようにして、中尾は照葉樹林文化という概念

を創造することが可能だったのであろうか。かか

るプロセスを詳細に分析することで、照葉樹林文

化の特質を追求していくことにする O

中尾佐助は、農業が人類の文化財として野生種

から栽培種へと育てあげ、改良してきたことから、

文化の基礎的な要素となってきたと主張する。す

なわち「文化の出発点が耕すことであるという認

識は、西欧の学界が数百年にわたり、世界各地の

未聞社会に接触し調査した結果、あるいは考古学

的研究、あるいは書斎における思索などを総合し

た結論である。人類の文化が、農耕段階にはいる

とともに、急激に大発展をおこしてきたことは、

第2表 4つの農耕文化

まぎれもない事実である。J45)と論じるo それ故、

この引用文の要旨からも判明するように、農業の

起源やその発見を確認するには、農作物の側から

のアプローチが最良の方法であると思われる O す

なわち、かような立場は、母系制、母権文化など

の女性の役割、農地制度などを代表とする社会構

造、農耕儀礼を中心とする宗教儀礼などを一応除

外して考察しようとするものであるo換言すると、
たね .c、
「種から胃袋まで」町のプロセスを問題の主眼と

するというのである O 一般には、全体性をもった

文化のうち、例えば、農業に関係した要素のみを

抽出すると、それは農耕文化複合と称されるもの

になる。この農耕文化複合の中で、上述の種から

胃袋までを農耕文化基本複合 Cagriculture basic 

complex)と呼ぶ。その理由は、この種から胃袋ま

での部分が、農耕文化複合の中で、もっとも基本

的な部分を構成するからである O つまり、農耕文

化複合には、基本的部分と農地制度や農耕儀礼に

代表される二次的な部分が存在し、両者間には相

文化名 ウ ビ農農耕耕文文ヒ〕 化 カ リ フ農農耕耕文文イヒ〕化 ラ〔地ビ中海農農耕耕文文化化〕 アメリカ農耕文化〔根栽 イ 〔サノインナ

起原地 マレ一半島付近 ニゼール川付近 オリエント カリブ海

オセアニア・マレー サハラ・エチオピア 地中海海域・
分 布 シア・インド・ -西インド オリエント・

中部アフリカ ヨーロ ッノ守

人 種 モンコーロイド ネグロイド コーカソイド

環 境 熱帯降雨林 夏雨性サバンナ 冬雨性地中海気候

作物生態 多年生 カ フ フ
ヒ、、

主要作物
ヤム・タロ・ノイナナ・ ミレ類ット・イネ ・ ムギ類・エンドウ ・ トウモロコシ・カボ
サトウキビ マメ ソラマメ チャ・ ジャ ガイモ

成立年代 B.C.15000 B. C. 5000 B.C.5000 

耕地利用
焼畑 ・ブ y シュ・フ 連作園耕 輪作・グラス・ファ
アロー ロー

播種様式 点播 条播 散播

農 目 掘り棒 クワ〔ホー・マドック〕 スペー卜・ アー ト

加 工 生石や食き αタァ-澱ギ粉ネ精加工白 キルン 〔粉食〕

食料経済 貯蔵輸送困難 余剰貧弱 余貯蔵剰豊輸送富容易

〔出所〕 中尾佐助(1967)r農業起原論J
森下正明・ 吉良龍夫編『自然一生態学的研究一』中央公論社 p.330表 1より引用。

但し一部修正
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第3図根栽文化の伝播
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〔出所〕 中尾佐助(1966)r栽培植物と農耕の起源』岩波書庖(岩波新書)
p. 57図14を一部修正して改図

当の大きな差異が認められるからであ

る047)そして、農業の起源にとって、基本的な部

分を占める農耕文化基本複合は、全世界に 4系統

しか存在しないと断言する。48)

なお、かかる観点の利点としては、作物の種類

そのものが、独立発生かそれとも伝播によっても

たらされたものかを明確に区分できることであるO

すなわち、植物学や遺伝学の研究成果を参照すれ

ば、個々の作物の原種、原産地などは各々特定可

能であるO したがって、かかる原産地以外の土地

に存在する作物は、伝播によって起源地から流入

したものとしか考えられない。それ故、伝播コー

スは、品種が順次変わっていく地理的分布を調査

することにより、信頼度の高い結論が得られると

する049)

かような論点から区分した4系統とは、第2表

に示す知く、 4つの農耕文化が該当するO50)しか

しながら、 4系統で示される世界の農耕文化の起

源は、 Murdock，G. P.がアフリカの諸民族の歴

史および、文化を長期間にわたって考察し、その結

果提出した農業起源説同とほとんど一致しているO

この事実は注目されるところであり、中尾説の妥

当性を示す傍証ともなろう O 以下では、照葉樹林

文化論ともっとも深い関係を有するウビ (ubi)

農耕文化論に限定して論を展開してし、く O

中尾佐助は、東南アジアのマレ一半島付近に成

立したと想定される、ウピ農耕文化が人類最古の

農耕文化であると推定しているO かかる点は、既

述のSauer，C.O.とほぼ同様である O 中尾によれ

ば、マレ一半島を中心とする熱帯降雨林の中で、

ノイナナ・ヤムイモ・タロイモ・サトウキビの4つ

の主要栽培植物を開発したことは、人類の生活史

上、いわば草分けとでも称すべき成果であったと

いう O つまり、これらの 4系統から構成される農

業体系は安定した食物生産を保障するものであり、

この方式によってはじめて、農業生産に依存する

経済の成立が可能となった。かような農耕を主力

とする文化は、何よりも澱粉質のイモ類が主要作

物なので¥一般には根栽(イモ栽培)農耕文化と

称されている。中尾は、その中でもとくに東南ア

つ臼qu 
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ジアの似栽f長排文化のことをウビ出耕文化と称す

ことを捉11日している ~2) かかる f' l1111は、 *1判アジ
アに起源をもっヤムイモは、ハワイ I沼山などの|判

太平洋から、マダカスガル仏のある*アフリカま

で伝情しているのであるが、マレ一人の名称であ

るウビがjよく(史川されていることによるものとさ

れるOUd)つまり、このような'H夫から、これらの

地域ではかなり典明的な似裁JillM丈化複作が成イjそ

しているとみなされるからであるO かようなウビ

農耕文化の特色をJlillごとに列挙してみると、

① 無種 f農業(:次長繁刑)であること O

② (た数休利JI]の進歩。

③ マメ類とれIJ料作物の欠如l。

④ 拍iり棒を1I1tーの1211とする民業。
⑤ キチン・ガーデン(裏庭)から:tfHlllへの移

註および参考文献

1) von Hichthofcn， F. F目(1833) “Aufgabcnund 

¥Iclhodcn dcr hcutigcn Gcoεraphie. 八kad-

cmischl'人口lrittsrcd，gchaltenin dcr Aula dcr 

U nivcrsita t Lcipzi芯 am 27. April" Verlag 

von ¥' cit & Comp なお本汗は、[誌|松久弥編c1

976) rリヒトホーフェン 地JfU"[:のl課題と JjiLij
古今書院、において全I沢されているo rrÎJ~kJ，!::p. 2に

よる。

2 )川知i久犬(1990) ij阿倍樹林文化論と:El~t I(:j JJ;i * 
部の少数民族の'1:.:(形態JrG /Il r~ 地J:1H35 pp. ~3-58 

この-t!lj論の!日下部で、は、 H日出樹林文化論の現段階の

川題点をrtl心に検Hした。本杭はその税制とでもい

うべき性栴をもっO

3 )束 ~ji'f) J弧と称されている O

，1 ) Wf葉樹林J11:の ljl心部近くに {\'ri~<I: する ')jttl'，<:iJJ;iに|民l

して、事行・は、次のような汗g・論JEを発点してい

る。

川~IH久夫・金丸u[-(1倒的 r Ijlj '~I:t lli: I~':j JJ;iの少数

l(肱 ミャオJY矢・卜ン依 ，~ l' I'r'川|

川 ~III久夫(1 987) ::t i'l，'，':jJ日(のフィール|、ノートか
ら 伺肱ω社会・料消IJiD fi.U)~:3) --- I J也fiI1

32 --1. pp. 86 --96. 32 -2. pp. 78-88. :32 3 

pp. 56--66 

川'rlll久);:.金丸山[- (1990 八)三~ i'l ， ~':j JJ;i * ;'H)の
ヤオ政一 ノ~Jli J ・ノメ坊を，f}jねて C iI-J・(続)， 地

問135-1. pp. 130 -137. :~J 2. pp. 90 96. 

川'xlll久夫・金丸山((1990 B) ! 11 if kl n，)刊行・ 4b波
りfLのヤオ肱 il'iJ 1-'を，ihねて (，日・(続)JJ也1111

35-8pp. 101--108. ;J[j-10 pp.118-12¥i.III'rlll 

⑥ ハトムギの利JIJ。

⑦ 似i支出羽1:文化の{ム帰。

の 7Jjillとなるcmこの頃1IのIt'で、とくに注口
されるのが⑦の似栽[足利1:文化の他地域への伝播で

ある(第 31文])0 '¥I}己は、マレ一半島を111心とす

るウビ炭耕文化の'11心から、東はポリネシア(第

州大附からマダガスカル，1;，)(第3関D)および北

はJ!官民樹林':1;:(第3以IB)を必定している O55)こ

の|付、 Jヒ ì~i~ の JKi葉樹林Ji?に伝播したウビ農耕文化

は、 Hな葉樹林市がIIIjJ(iで論じた女IJく温，li?に所属し

ているので、例えばノイナナなどは気候条件から ~JG

Iたできなくなり、 JKt葉樹林文化と称される別の農
耕文化復作が新たに!点、zょすることになったのであ

る 。(未完)

久夫(r:IJlalJrjJ) ['烏同龍械と西市中同の少数民族

ミャオ族l制1'1:を小心に IU本文化史研究110

5 )本稿で‘は、農耕とは、農業のより!点初的 Cprimi

tive)形態をぷすものとする O

6) M urdock， G . P. (1959): “人frica.lts pcople 

and thcir culturc hislory" McGraw-JIill 

New York 

7) Saucr，C.O. (1952) “Agricultural origins 

ancl dcspcrsals Amcr.Gcogr.Soc. r¥cw 

York.竹内常行・斉藤兄r'irIJ¥ (1960) r農業の起併J
1'1今川|坑

行) 1吋， F.Mf~のか.場は、次の論文などにみられる。|吋正

雄 (1958) ill本文;化のJft礎構JilJ、 nJ本民族大

系 2 J、|リ、L社.1品jil'.雄(1979)r異人その他.11本二
文化の訪日流と 114(1'<1家の形成』占叢社 pp. 18-3 

6にIlf録。なお、 1，'司，r雌の'下説に関しては、以下の
シンポジウムで議論されているO 伊藤・行日I・大野・

大林・ I'~I 分・!，j，r.~・村氏・ 11111 ・泊中「同学説と u

本民政二文化の系統起似論の羽段階」 附 ll~雄教授

r'l柿"i~;合、論文1.t 1 リ行委 (1会科11 (1970) r民肱γ:から
みた"本JM山f';:J)}新H pp. 373 -~31 

9) Jl(U8樹林文;化論の制1I日行の l人である佐々木，f:iJ町!

は、そのJt:II?などで度々I，"(i]，ド~mの'γ:;t5~ に|刻して J放

している O

例えば、 仏佐:々 4木恥4勺1"刈山刈':jll旬川jバJ(υlω9引71) ~'干F稲雨副{仇ノ'J~一以 i前ìí詞íU [J 4本、正斗~}j放文

i送基山)版坂制|協出会 (N I日lKブソクス)pp. 20-26 など。
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pp. 329. ，19，10 I Ví'~足。なお、本芹より l 年前に 1'11
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版された1t，尼佐助(1966) r栽杭植物と農耕の起掘U
~~--;.波書 J ， I; (行波新書)にも同様の，ii命行が記iliされて

いるが、 JJji稿段階では前書に所以された論文の}jが

Lf3.く完成している点などを考慮して、本稿では、 Ijij

論文を第 l論文とみなした。

11)佐々木高明には、前掲9)佐々木尚IリJ(1971)を

筆頭に、 JK!葉樹林文化論に関する非主は非常に多い。

その '1'でも、以下の書物は佐々木の f工場を/J~す好著

といえよう。

佐々木雨明(1982) r照葉樹林文化の道 ブータ

ン・雲南から日本へ」日本放送111版協会 (NHKブッ

クス)

佐々木雨明(1986) r縄文文化と日本人 lJ本基

層文化の形成と継承』小学館

佐々木高明(1989) r東・南アジア農耕論一一焼畑
と稲作 』弘文堂

12)前掲7)竹内常行・斉藤兄占訳(1960)p.3 

13) Saucr， C. O.によれば、農業の起源地の解明は、

人類地問1'1:における中心的かっ8典的な問題の iつ
であると LrJ.長する。地理学者は、 '1:.物学有とともに、

過去においてかかる問題の究明に多く日献してきた

としている。 fjíf1~7 )竹内常行・斉藤)tt乍沢 (960)

p.30. 

14) Saucr， C. O.によれば、 Davis，W.M.の千fZ'1な

地形の輪廻I~lなども、かかる立場であるという。

tili出 7)竹内常行・斉藤晃古訳(1960)p.3. 

15)前掲7)竹内常行・斉藤晃吉沢(1960)p.3. 

16) riiHhl 7)竹内常行・斉藤晃内訳(1960)pp. 31 -

34 

17)第 11ヌ!などから判明するように、 Saucr，C.O.が

*1判アジアと表現している地域は、より厳慌にいえ
ば、*1十jアジアの→部を占めるイン卜、シナ、r，I;，j北部・
アッサム・ガンジス川巾流域およびインド*海作北

部をfTむ地域である。
18) tiii財 7)竹内常行・斉藤兄六訳 (1960)p.37 

19)豚・犬・ニワトリ・アヒ/レ・ガチョウなどの京市

化は、この地域で始まったと推定している O

liij出 7)竹内常行・斉藤弘tfh沢(1960) ]l P .31 -34 

20) Saucf'， C. O. は、入額が種 fーを rL~l、て作物を松山

する以前に、 Ni物体のー部分をNiえ{、J'ける栄長繁刑
法を矢11っていたという IFH足に伝っている。

IFi促7)竹内'，ij¥'fJ:・斉藤Y6j'{，V((1960) p.37 

21 )日aU l.' 1\C.O. は、 J~-*の起乱射地として、 1111" 界の

J4J-介*1十Jアジア、新wwでは新I"-'Wの熱川地，n::(11' 
|十j米)を赴!kとしているが、 liijJi'の}jが!点¥'r.が11i¥. 、と

みなしているようである O ー心¥II'Jc;fkWJの場介は、
後市で，;命じるように、 4 つの j民主の起的，~t地を行f: fLし

ている。なお、本稿では、 Se1Ul、r'，C. 0 .， i~~ と 11 1)己佐

ilJJ ， i~~ の tjl述を指摘するにfYi め、これら|川~~~の，iHlli に

← 34-

関しては、他11、稿を改めて論じる予定である O

22) 本稿では、 II~の河辺地域からある時代に、 I1本

に伝捕してきた文化の波のことを文化層と11予ぶ。

23)前掲8)附IF雄(1979)p.18.なお、このような

岡の立場の初j山は、 1933年に留学先のWicn大γ:に
提出した'下{立論文“Kulturschichtcn in Alt 

Japan，5Bd" (よ刊行)によるものとされるが、

」般には、イ訂i川英

談会の記録である ifJ本民族工文化の源流と口本[]凶)玉叫il l 
家の形}成点J民族号型3瑚旬研f究 l日3一3 1ω94ω9でで、はじめて公

表されたO なお後者は多くの補足訂正を加えられて、

右.田英到3・iCL波夫・岡IE雄・八幡-郎(1958)

『日本民族の起源一対談と討論一一』平凡社とし

て出版されている O

24)前掲8)同IF.雄(1958) pp.18--19. 

25)前掲8)1吋IF.雄(1958) p.19. 

26)前掲8)[JYi] IF瓦r:(1958) pp.20-31 

27)前掲9) p.20. 

28)検討に際しては、以ドの岡正雄の学説に|到するシ

ンポジウムの討論も参考lこした。

前掲自 )[;r;] lF.雄教授dバ希記念論文集刊行委n会編
(1970) pp.373-434. 

29)岡iF雄は、 n休[内な地点を特定していないが、海
流の影響などから J~r判~インドシナ半島東部の海庁

が考えられる O

30)前掲8)[川IU.lt(1958) p.24 

3 1)いわゆるポノ {~'}I神話がこれに該当する。

32)前掲8)II'fdIlJ;ft (1958) pp.26-27 

33) niHg 8) [司IF珂t(1958) p.29. 

34)かかる立場は、後に江 1:波犬の提II[{する、いわゆ

る「騎馬民族11E!JU王将l説」に深化されてし、く o H l~ー

波犬 (1976) r騎出以肱国家」中央公論社(11'公新
2りなど。
35)例えば、 liii出8)[吋IF.雄教授占稀記念、論文集rIJ1J: 

委員会制(1970)pp.373-434.においてみられる科

研究行の免， iーなど。

36) liii出9) pp.24-26 

37)このようなι財を以初jに導入した研究計は、 J，H'}
能械であると，IJ.lわれる O この点lこ関しては、以卜の

111:，;命を参Wto

jJij出/1)川士111久夫(r=IHI;IJ1II)

38) HH~樹林という述 r~f~' は、本来、 Lιl\Hï 日 i! ¥' ~l ('あ

るいは ]j()rh(川rwa! 山、 r の，R ，j{~ で、 1930年凶 11'野

治川がJJ;i，;-/川、ら制，iJ(したものである。

1.111イ千平和，i(1969) ~ Hな史樹林文化論J]111')と公，;1仙|

( 111公新内)pp.66-67 

39) IliHííU J.::がH\i!~樹林，iil'の概念を投:ぶしたのは、 19

92{j':に夫施された北川大lJifl安嶺探検lこγ:tl:J正Llと L
て参加lしたときの体験が大きな彩枠をlj宇えてし hると
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~~--;.波書 J ， I; (行波新書)にも同様の，ii命行が記iliされて

いるが、 JJji稿段階では前書に所以された論文の}jが

Lf3.く完成している点などを考慮して、本稿では、 Ijij

論文を第 l論文とみなした。

11)佐々木高明には、前掲9)佐々木尚IリJ(1971)を

筆頭に、 JK!葉樹林文化論に関する非主は非常に多い。

その '1'でも、以下の書物は佐々木の f工場を/J~す好著

といえよう。

佐々木雨明(1982) r照葉樹林文化の道 ブータ

ン・雲南から日本へ」日本放送111版協会 (NHKブッ

クス)

佐々木雨明(1986) r縄文文化と日本人 lJ本基

層文化の形成と継承』小学館

佐々木高明(1989) r東・南アジア農耕論一一焼畑
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いう O なお Iij良によれば、 m~葉樹林，li?のオリジナリ

ティーは、 111存UJ-Jtl~によるとしている。 lìíJ出38)

いp.，19-50

大興安出探検に関しては、以卜'の報iTAが山版さ
れている O

今IJLj錦rrJ(952) r大興支出探検jhHl新聞札、
ItiJf主主IJ(1975)講談社

10) liiJ出38)pp.44 -83 

なお iij良龍夫には、照葉樹林帯に関しては以ドの符

3・報科書などが代表的である。
8.1)龍夫(1949)n-l本の森林帯Jl:l本林業技術協
/>、
i二、ー

Jj良龍夫(1945A) i農業地理学の基礎としての京

I!Eの気候区分」京都大学農学部園芸学研究主

SQ龍夫 0915B) I東亜南}j闘の新気候rX:5JJ京
都大学農学部園芸研究室

Jj良龍夫(I948)i温量指数による雫l白的な気候，貯

のわかちかたについてJ寒地農学2-2 pp.143-1 

73.など0

11) Keippcn，vr.の気候区分は、次の著書・論文が代
ぷ的である。

Kiippcn， W. (930) :“Grundriss der Klimak-
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KCippcn. W. (1936) :“Das gcographische 

Svstcm dcr Klimate" Bcrlin 

Iくiippcn， ¥V. (1918) Klassifikaiion dcr 

klimatc nach Tempcratar.Niedcrschlaεund 

，Jahrc討laufPじ1町、m.IvIitt. 61. S 193-203， S 243 

218 など。

なお、 Kふppcm，W. の xd~央区分は、以卜の iヰ物

をはじめ、多くの概説書で軒{介されている。

十日)I・!xf・i!15称i(1962) r現代地Jft!字体系 知 11~15 

'><t似乍 (['1然、J世間!・応川j也J'IEn2 {i:) j 1 1 I今月It~

pp. 20()-203 

/12) 'ii:WJIi¥Jのあいだの、品位変化rlli線の約分自I'iをい

うo WIJえば、 1Ij，IIの、ド1-::J'><Ulrltを1II!i次JJIIえてゆけば、

11 巾1.{\'t: ω W~~\:d，A)交が計算できる。このfÙr~:ý，U位指数

をYlntiit気候Ji;-のlベ分に{止!)jJした凶作、 I ylnitd:指数|

または 111亙かさの指数!とよぷ。

なお、 111~'，;: 111 ..郎のかかる}J1(ljで、の，i命ょにとしては

以トーのものなどがあげられる。

川内111'.Ul; (1 ~Ji1 9) ，カロリ-，il-~~\‘による 1-1山11:作

)) U) 1，(1下Jぷ引 l\ として 11 イ~/ìIJ，t;，jのI品介 十|会

Jllil'i! 19 p p， 1-1 0 

川氏111-.郎(1 ~J5()) 出来・林業ω北1¥1)および出11山

かJ1をの|十il¥Hなどに[l11[オーる勾似i'1(J出叫につし 1て j，'1然

と文化 pp.39 69 

J↑J)川点111J'!li. ，1， 山;1巨大が使川している乾i!lI~指数は

J欠のとおりである O

P/ (W十20)(W三五100のとき) p / (W + 110) 

(W孟100のとき)0mしPは年InJ総降I:!:jほ (rnrn)、
Wはi暖かさの指数。乾y!nJ指数が10以上は多I:f:j林、 10

7は森林、 7-5はサパナ、 5-3はステップ、 3

以下は砂漠とする O 而j掲38)p.55. 

11)次の著作に代表されるようにブナ，ii?とも称せられ

る場合もあるが、東アジアの大開部(すなわち照葉

樹林がみられる地域)では、東日本をn1f:_.の例外と

してブナ帯がほとんど分布せず、ナラ林が卓越して

いる、という佐々木高明の指摘を受けて、本稿では、

前掲2)の拙論同様、かかる森林帯をナラ林もしく

はナラ林帯とみなす。

，lJ川・ Ilj本・斉藤編(1981)nl本ブナ帯文化』朝

倉書Irt;

梅原・ rfj川・四手井他編(1985)rブナ帯文化」思
索社

佐々木雨明(1985)i f 1本文化の東・同一一Ll本文

化起源へのアプローチ J ¥1.命館文学 483・184

p.90 

15)前掲10)中尾佐助(1966)まえがきp.ll.

16) tFJ掲10)qJ尾佐助(1966)p .12 

17)前掲10)中尾佐助(1966)pp.12-13 

18)中尾佐助が、農耕文化懐合が4つではなく、 4系

統であると主張する根拠は、それぞれの内部に分枝

した亜系が存在するためである。しかし、昭系は常

に地理的に棲み分けており、|瓦] -地域内に重悔して

存花することはないと指摘している O

出j掲10)中尾佐助(1966)p.11 

19) 1日掲10)qJ尾佐助(1966)p.15 

50)前掲10)中尾佐助(1967)pp.330 --184 

51) IvIurdock， G. Pーは以ドの書物において、ニジェー

ル川卜ー流、近束、*アジア、新大|時(アメリカ大|時)

に農業が独立発生したとみなしているo liii出 6) 

52) III[己によれば、アメリカにおいても、!-RI'Hアジア

に免'!:ーした恨栽文化とヤt棉[内にきわめて知似したよ~

明文化が独臼に存在するとみなしている O

53) liiHUlO)中尼佐助 (1966)IJ.35 

51) liiHUlO) ljT)cE佐助 (1966)pp.52 -58 

55) 本稿では詳細に論じる~桁はなかったが、 11 1 )己 "J~

では、アフリカのニジエール川 1'.流十l近に起iJkをも

っ民耕文化が存イ1:し、そこから、ササゲ・シコクビ

エ・ヒョウタンなどのfl:物がウヒ、山俳文化に流入し

てきたと推定している。そこで、本稿のliij、1':では、

IjIJ己l泊のサパナ良耕I泊を!;立、品村一るあまり、ウビI{!，UJト

文;化から IJLj アフリカへの{ム掃コース(江~ 3 [ヌIC)に

あえてふれなかった。ヤムベルトは、内lUl'r，C， 0 

U);li!fとする*伴jアジアからIJLj}Jに{I/'びる{ぶJ吊ルート

とほほ、 ー長(する O

(たばたひさお 止に川!っII/，([-大γ:・JI'.)
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Svstcm dcr Klimate" Bcrlin 

Iくiippcn， ¥V. (1918) Klassifikaiion dcr 

klimatc nach Tempcratar.Niedcrschlaεund 

，Jahrc討laufPじ1町、m.IvIitt. 61. S 193-203， S 243 

218 など。

なお、 Kふppcm，W. の xd~央区分は、以卜の iヰ物

をはじめ、多くの概説書で軒{介されている。

十日)I・!xf・i!15称i(1962) r現代地Jft!字体系 知 11~15 

'><t似乍 (['1然、J世間!・応川j也J'IEn2 {i:) j 1 1 I今月It~

pp. 20()-203 

/12) 'ii:WJIi¥Jのあいだの、品位変化rlli線の約分自I'iをい

うo WIJえば、 1Ij，IIの、ド1-::J'><Ulrltを1II!i次JJIIえてゆけば、

11 巾1.{\'t: ω W~~\:d，A)交が計算できる。このfÙr~:ý，U位指数

をYlntiit気候Ji;-のlベ分に{止!)jJした凶作、 I ylnitd:指数|

または 111亙かさの指数!とよぷ。

なお、 111~'，;: 111 ..郎のかかる}J1(ljで、の，i命ょにとしては

以トーのものなどがあげられる。

川内111'.Ul; (1 ~Ji1 9) ，カロリ-，il-~~\‘による 1-1山11:作

)) U) 1，(1下Jぷ引 l\ として 11 イ~/ìIJ，t;，jのI品介 十|会

Jllil'i! 19 p p， 1-1 0 

川氏111-.郎(1 ~J5()) 出来・林業ω北1¥1)および出11山

かJ1をの|十il¥Hなどに[l11[オーる勾似i'1(J出叫につし 1て j，'1然

と文化 pp.39 69 

J↑J)川点111J'!li. ，1， 山;1巨大が使川している乾i!lI~指数は

J欠のとおりである O

P/ (W十20)(W三五100のとき) p / (W + 110) 

(W孟100のとき)0mしPは年InJ総降I:!:jほ (rnrn)、
Wはi暖かさの指数。乾y!nJ指数が10以上は多I:f:j林、 10

7は森林、 7-5はサパナ、 5-3はステップ、 3

以下は砂漠とする O 而j掲38)p.55. 

11)次の著作に代表されるようにブナ，ii?とも称せられ

る場合もあるが、東アジアの大開部(すなわち照葉

樹林がみられる地域)では、東日本をn1f:_.の例外と

してブナ帯がほとんど分布せず、ナラ林が卓越して

いる、という佐々木高明の指摘を受けて、本稿では、

前掲2)の拙論同様、かかる森林帯をナラ林もしく

はナラ林帯とみなす。

，lJ川・ Ilj本・斉藤編(1981)nl本ブナ帯文化』朝

倉書Irt;

梅原・ rfj川・四手井他編(1985)rブナ帯文化」思
索社

佐々木雨明(1985)i f 1本文化の東・同一一Ll本文

化起源へのアプローチ J ¥1.命館文学 483・184

p.90 

15)前掲10)中尾佐助(1966)まえがきp.ll.

16) tFJ掲10)qJ尾佐助(1966)p .12 

17)前掲10)中尾佐助(1966)pp.12-13 

18)中尾佐助が、農耕文化懐合が4つではなく、 4系

統であると主張する根拠は、それぞれの内部に分枝

した亜系が存在するためである。しかし、昭系は常

に地理的に棲み分けており、|瓦] -地域内に重悔して

存花することはないと指摘している O

出j掲10)中尾佐助(1966)p.11 

19) 1日掲10)qJ尾佐助(1966)p.15 

50)前掲10)中尾佐助(1967)pp.330 --184 

51) IvIurdock， G. Pーは以ドの書物において、ニジェー

ル川卜ー流、近束、*アジア、新大|時(アメリカ大|時)

に農業が独立発生したとみなしているo liii出 6) 

52) III[己によれば、アメリカにおいても、!-RI'Hアジア

に免'!:ーした恨栽文化とヤt棉[内にきわめて知似したよ~

明文化が独臼に存在するとみなしている O

53) liiHUlO)中尼佐助 (1966)IJ.35 

51) liiHUlO) ljT)cE佐助 (1966)pp.52 -58 

55) 本稿では詳細に論じる~桁はなかったが、 11 1 )己 "J~

では、アフリカのニジエール川 1'.流十l近に起iJkをも

っ民耕文化が存イ1:し、そこから、ササゲ・シコクビ

エ・ヒョウタンなどのfl:物がウヒ、山俳文化に流入し

てきたと推定している。そこで、本稿のliij、1':では、

IjIJ己l泊のサパナ良耕I泊を!;立、品村一るあまり、ウビI{!，UJト

文;化から IJLj アフリカへの{ム掃コース(江~ 3 [ヌIC)に

あえてふれなかった。ヤムベルトは、内lUl'r，C， 0 

U);li!fとする*伴jアジアからIJLj}Jに{I/'びる{ぶJ吊ルート

とほほ、 ー長(する O

(たばたひさお 止に川!っII/，([-大γ:・JI'.)
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